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令和 8 年６月８日に開催した南姫地域地区懇談会の議事要旨を  

地域の皆さまにお知らせします  

 

１  テーマ  令和８年度主要事業について  

 

２  おもな意見  

 ①南姫公民館の駐車場は舗装がされていないため、雨の日は足元がドロドロ

になります。改修してください。  

  回答 (企画部長 )  

公共施設は優先順位を決めて改修しています。現時点で修繕の対象かどう

か確認をしますが、予算が限られていることをご理解いただきたいです。  

    

 ②公民館の坂の下にある歩道橋が老朽化で穴があいている箇所があります。

現地確認はしてもらいましたが、子どもも利用する歩道橋なので、早急に

修繕してください。  

  回答 (道路河川課長 )  

   市としても状況を把握し、早急に補修が必要な案件として方法などを検

討しています。方針が決まりましたら区長さん等を通じて地元にお伝えし

ます。  

    

 ③ここ数年で野良猫が増え、糞害でこまっています。ＴＮＲ活動（地域猫へ

の不妊手術事業）への助成や補助などをしてください。  

  回答 (環境課長 )  

   地域猫活動については、県が活動団体へ助成を行っています。  

 

 ④まちづくり活動補助金の採択を受けましたが、採択から交付までのスケジ

ュールを迅速にしてもらえませんか。また、交付を受けるためには審査会

と３年間事業報告が必要です。もう少し手続きを簡素にできませんか。  

  回答 (環境課長 )  

   補助金については申請された全件に交付はできないため、審査会が必要

です。交付のタイミングについてのご要望は担当課に伝えます。  

  後日回答（くらし人権課長）  

   補助金は、採択された全事業の実施内容を報告会で審査した後に交付と

なります。施設等の整備に関する補助金は、完成後 の管理運営を確認する

必要があり、３年間報告をお願いしています。  

 

 ⑤３０区はバス路線がありません。バスチケット６５の対象にＪＲを含めて

ください。  

  回答 (都市計画部長 )  

   バスチケット６５はバス路線の維持を目的としていますので、ＪＲを対

象とする予定はありません。今年度からあいのりタクシーの利用範囲を広

げましたので、ぜひ活用してください。  

 

回  覧  
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 ⑥ＪＲリニアの工事の進捗状況と工事で発生する土の処理について教えてく

ださい。  

  回答 (都市計画部長 )  

   現在、大針非常口からの斜坑は掘削が終わり、本坑の掘削が始まったと

聞いています。掘削で出た土は検査のうえ、問題のないものは変電所用地

に使用され、対策の必要なものは適正に処理されています。  

 

 ⑦あいのりタクシーについて、可児市の市街地まで行けるようにしてくださ

い。また、月曜日と金曜日は利用できないのは何故ですか。  

  回答 (都市計画部長 )  

   本年度から起点が市内であれば、可児市までの運行を可としました。あ

いのりタクシーは地元のニーズを把握しながら運行の改善を図っていま

す。ぜひご意見をお寄せください。現在３０区では金曜日の運行もしてい

ます。  

後日回答（都市計画部長）  

月曜日についても、事業者側と相談し、運行が可能です。  

 

 ⑧南姫地区は市街化調整区域のため人口が減少してます。線引きの見直しを

してほしいです。  

  回答 (都市計画部長 )  

   市街化調整区域は県が設定しています。これを変更するには、県だけで

なく国土交通省での手続きが必要になり、困難です。人口減少は線引きの

みでなく、様々な要因を背景としています。市全体の課題として取り組ん

でいきます。  

 

 ⑨子どもの数が減少しています。笠原のように小中一貫校の検討はできませ

んか。  

  回答 (教育長 )  

   笠原小中学校のメリット・デメリットを見極めたうえで、ほかの地域で

の可能性も探っていきたいと考えています。南姫地区は小学校と中学校の

校区の違いもありますので、検討が必要です。  

 

 ⑩市街化調整区域の変更について、市からも県に働きかけてください。  

  回答 (都市計画部長 )  

   引き続き、地域の皆さんのご意見を伺って対応していきます。  

 

 ⑪線引きは５年ごとに見直されると聞いていましたが、見直しがされていな

いのではないでしょうか。  

  回答 (都市計画部長 )  

   線引きは５年ごとに見直しが行われています。人口・商業・製造などの

将来推計により、土地の利活用のニーズがあると認められれば区域の拡大

や変更が行われることになります。  


